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コメント 

本研究は、放射光を⽤いたコヒーレント X 線回折法に基づく
タイコグラフィを駆使して、ナノスケールのイメージングと分
光を⾼度に実現するプラットフォームの構築を⽬的とするもの
である。これまで応募者は、実空間イメージングを復元するた
めの新しい位相回復アルゴリズムを提案し、世界に先駆けて硬
X 線領域でのタイコグラフィ X 線吸収分光法を実証しており、
国際的に最先端の研究を発表している。 

本研究は、これらの研究成果に裏付けされた、世界的にも先
駆的な研究である。本研究による顕微分光の⾼度化は、将来の
次世代放射光施設を利⽤した更なる新材料研究への道をつける
ものとして期待できる。 
 

 

  

  


